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化しながら導電率の温度依存性を測定し、280K 付近に 1 次元材料固有量子特性の
Peierls転移の存在を示唆する結果が初めて実験的に見出された。 








遥か高温側に 200～300K の範囲内で抵抗率の急激な減少や、200K 付近に最小値の存
在が判明した。更に、昇温と降温計測過程における抵抗率特性の違いも認められた。こ
れらの 2次元現象と表面超伝導との相関について今後、明らかにする必要がある。 
第 7章では、本研究の内容ならびに得られた成果を総括している。 
以上の通り、本研究は非接触的な電界方式評価法を低次元材料に応用し、得られた 0次
元、1次元及び２次元材料の量子物性値は理論計算値及び報告値ともよく一致している。
また、従来の電流回路方式で計測できない物性までの観測を実現し光学測定と同程度の
精度が得られている。本研究によって、理論と実験における電界方式評価法の完成は、
電気電子工学および材料科学の分野、特に次世代量子デバイス実現への貢献が大きい。
また、本論文に関して審査委員ならびに公聴会出席者から種々の質問があったが、いず
れも論文提出者から適切な説明がなされ質問者の理解が得られた。 
英語は、既発表の英語論文及び国際会議発表論文を根拠として英語の能力は十分であ
ることを確認した。さらに、ドイツ語技術論文の和訳を提出させると共に、内容につい
て発表させ、ドイツ語についても必要な学力を有していることを確認した。論文調査及
び学力確認の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本論文は博士（工
学）の学位に十分値するものであると判断した。 
